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心ね紅

～
重
度
心
・

身
障
害
者
医
療
費
給
付
制
度
に
自
己
負
担
を
導
入
～

※

　

こ
の
記
事
は
２
月
2
0
日
現
在
、
道
か
ら

　

の
情
報
を
も
と
に
掲
戟
し
た
も
の
で
す
。

　
　

今
後
、
数
字
・
内
容
等
が
変
わ
る
場
合

　

が
あ
る
こ
と
を
、
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

　

（
こ
れ
ま
で
の
経
過
）

　

す
で
に
号
外
等
で
ご
存
知
の
と
お
り
、
道

の
r
ｒ
l
　
-
ｇ
＾
　
!
･
＊
･
.
業
と
し
て
昭
和
4
8
年
か
ら
道
内
の

筰
自
治
体
に
助
成
を
し
て
き
た
、
嘔
度
心
身

害
行
医
療
・

助

に
、
平
成
1
6
年
1
0
月
１
日
か
ら
自
己

峰才

老
人
吠
療
な
ど
医
療
・
福
祉
関
係
経
費
が
Ｕ
、

込
み
を
人
き
く
Ｌ
回
る
状
況
か
ら
平
成
1
5
年

度
の
収
人
不
足
額
が
Ｉ
、
７
３
０
億
円
に
Ｌ

る
こ
と
が
や
想
さ
れ
、
各
事
業
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
て
、
医
療
費
給
付
嘔
業
か
ら
は
１

７
０
億
円
の
削
減
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

な
か
で
も
、
私
た
ち
透
析
患
者
に
直
接
関

係
の
あ
る
マ
ル
障
制
度
に
お
い
て
は
、
制
峻

を
継
続
す
る
た
め
に
も
１
割
負
担
を
し
て
限

き
た
い
と
‘
づ
‥
う
。
方
的
な
話
で
、
し
か
も
明

け
て
９
】
月
２
　
１
‐
か
ら
の
逆
議
会
に
提
案
さ
れ

決
定
す
る
見
込
み
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

　

道
腎
協
は
事
の
重
人
さ
か
ら
急
遮
、
臨
時

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
明
け
て
１
月
1
0
‐

に
、
札
幌
の
ホ
テ
ル
札
幌
会
館
に
招
集
し
、

道
の
保
健
福
祉
部
ｆ
ど
も
・
末
東
づ
く
り
推
進

室
か
ら
３
名
の
方
を
招
き
、
詳
し
い
説
明
を

求
め
た
後
、
今
後
の
対
応
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

（
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
決
定
事
項
）

１

　

知
嘔
・
道
議
会
各
会
派
に
要
望
書
搬
出

　
　

（
１
月
2
9
‐
提
出
済
み
）

２

　
　

道
議
会
へ
の
詰
願
署
″
Ｊ
‥
の
実
施
（
３
月

　

５
‐
提
出
・
署
″
Ｊ
‥
数
５
、
５
３
５
″
Ｊ
‥
）

３

　

各
地
城
腎
友
会
会
長
々
Ｊ
‥
で
の
道
知
事
へ

　

の
要
望
占
提
出
（
各
地
域
腎
友
会
で
対
応
）

４

　

各
地
域
腎
友
会
で
巾
町
村
へ
の
要
望
占

　

提
出
（
各
地
域
腎
友
会
で
対
応
）

５

　

各
会
員
か
ら
知
事
ヘ
ハ
ガ
キ
で
の
要
望
－

　

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
実
情
を
訴
え
て
要
囃
し

　

て
く
だ
さ
い

（
透
析
患
者
は
ど
う
な
る

　
　
　
　
　

～
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
も
同
じ
）

★

　

所
得
制
限
に
ｔ
り
マ
ル
障
力
－
ド
が
交

　

付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
今
ま
で
ど
お
り
１

　

万
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
（
透
析
に
係
る
院

　

外
処
方
に
よ
る
薬
剤
費
は
、
所
轄
の
ぼ
険

　

債
務
所
へ
請
求
で
き
る
）

★

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
今
ま

　

で
ど
お
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

★

　

巾
町
村
民
税
渫
悦
獣
帯
の
万
は
次
の
よ

　

う
に
変
わ
り
ま
す

り

ー

い
う
）

負
担
を
導
入
す
る
方
向
で
話
が
す
す
ん
で
い

ま
す
。

　

去
る
1
2
‐
‥
】
1
8
‐
に
道
か
ら
明
‐
、
マ
ル
障

の
件
で
束
Ｑ
し
た
い
む
ね
の
突
然
の
嘘
話
が

あ
り
、
急
遮
1
9
‐
に
札
幌
在
住
の
役
八
が
姚

＜
＝
－
し
対
応
し
た
。
内
容
は
道
税
収
人
の
落
ち

込
み
、
地
方
交
付
税
の
削
減
、
介
護
保
険
や



　

月
額
上
限
：
通
院
の
場
合

　

１
２
、
０

’
Ｕ
Ｏ
円
を
限
度
と
し
て
自
己
負
担

　

入
院
の
場
合

　

４
０
、
２
０
０
円
を
限

度
と
し
て
自
己
負
担

※

　

透
析
患
者
の
場
合
、
特
定
疾
病
（
長

　

期
高
額
疾
病
）
療
養
受
療
証
（
以
後
マ

　

ル
長
と
言
う
）
が
あ
る
の
で
、
透
析
に

　

係
る
医
療
費
で
あ
れ
ば
通
院
、
入
院
（
食

　

事
療
養
費
は
別
途
か
か
る
）
に
拘
ら
ず

　

マ
ル
艮
に
よ
り
１
０
、
０
０
０
円
で
済

　

み
ま
す
。
透
析
に
係
る
院
外
処
方
の
場

　

合
は
病
院
と
薬
局
を
１
つ
の
医
療
機
関

　

と
見
な
し
ま
す
の
で
透
析
と
の
合
算
額

　

が
１
０
、
０
０
０
円
を
超
え
ま
す
の
で

　

マ
ル
長
に
よ
り
所
轄
の
保
険
事
務
所
に

　

領
収
書
を
持
っ
て
臍
求
し
、
償
還
払
い

　

を
受
け
る
。

　
　

ま
た
透
析
以
外
の
通
院
で
も
、
入
院

　

で
も
他
科
や
他
病
医
院
を
受
診
す
れ
ば
、

　

そ
れ
ぞ
れ
で
マ
ル
障
を
使
い
一
度
は
１

　

割
負
担
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

透
析
の
医
療
費
（
１
０
、
０
０
０
円
）

　

と
の
合
算
月
額
が
通
院
～
１
２
、
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　

Ｏ
円
、
入
院
～
４
０
、
２
０
０
円
（
食

事
療
養
費
は
含
ま
な
い
）
を
越
え
た
部

分
は
、
マ
ル
障
に
よ
り
市
町
村
の
医
療

　
　

費
助
成
係
の
窓
口
に
領
収
書
を
持
っ
て

　
　

請
求
を
す
れ
ば
差
額
が
数
か
月
後
に
償

　
　

還
払
い
と
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
と
い
う

　
　

こ
と
で
す
。

　
　
　

と
は
言
え
、
長
期
透
析
患
者
や
、
糖

　
　

尿
病
性
腎
症
の
患
者
さ
ん
に
は
合
併
症

　
　

も
多
く
他
病
医
院
の
受
診
に
よ
る
負
担

　
　

も
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。
市
町
村
民

　
　

税
課
税
世
帯
の
ボ
ー
ダ
上
フ
イ
ン
に
い

　
　

る
低
所
得
者
の
透
析
患
者
が
多
い
状
況

　
　

の
中
で
、
今
回
の
１
割
負
担
導
入
は
、

　
　

平
成
1
4
年
４
月
に
外
来
透
析
食
が
保
険

　
　

か
ら
外
さ
れ
た
の
に
続
き
、
患
者
負
担

　
　

を
強
い
る
も
の
で
、
決
し
て
容
認
で
き

　
　

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆

　

所
得
制
限
で
マ
ル
障
を
外
さ
れ
て
い
る
方

　
　

ご
存
知
で
し
た
か
、
マ
ル
長
に
よ
り
透

　

折
で
月
額
１
０
、
０
０
０
円
の
支
払
い
の

　

他
に
、
透
析
に
係
る
院
外
処
方
で
薬
局
で

　

も
月
額
１
０
、
０
０
０
円
を
限
度
に
３
割

　

の
自
己
負
担
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
透
析

　

と
の
合
算
額
で
１
０
、
０
０
０
円
を
超
え

　

た
分
を
所
轄
の
保
険
事
務
所
に
還
付
請
求

　

を
す
る
と
、
償
還
払
い
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

　

は
過
去
２
年
間
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
請
求

　

出
来
ま
す
。

（
負
担
を
少
な
く
す
る
方
法
は
あ
る
の
か
）

　
　
　
　
　
　

～
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

★

　

更
生
医
療
（
昭
和
4
7
年
1
0
月
１
日
よ
り

　

腎
機
能
障
害
に
も
適
用
）
を
受
け
る
。

　
　

更
生
医
療
と
は
身
体
障
害
者
が
、
障
害

　

を
軽
く
し
、
日
常
生
活
を
し
や
す
く
す
る

　

こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療
の
こ
と
を
言
う
。

　
　

更
生
医
療
は
、
医
療
保
険
の
自
己
負
担

分
と
、
入
院
の
場
合
は
食
事
療
養
費
標
準

負
担
額
を
加
え
た
分
に
つ
い
て
負
担
す
る
。

た
だ
し
こ

ら
の
う
ち
、
世
帯
の

に|

応
じ
た
金
額
（
費
用
徴
収
分
）
を
利
用
者

は
負
担
し
な
け
‘

　

北
海
道
に
お
い
て
は
世
帯
の
所
得
に
応
じ

た
金
額
（
費
用
徴
収
分
）
に
つ
い
て
は
、
マ

ル
障
に
よ
り
現
物
支
給
と
な
っ
て
い
て
支
払

い
の
必
要
が
無
い
（
現
行
）
。

　

改
正
後
は
他
科
や
他
の
病
・
医
院
を
受
診

し
た
方
は
、
一
割
負
担
分
と
更
生
医
療
に
よ

る
透
析
で
の
費
用
徴
収
分
と
の
合
算
額
が
、

月
額
上
限
分
（
通
院
１
２
、
０
０
０
円
、
入

院
４
０
、
２
０
０
円
）
を
超
え
た
分
を
、
マ

ル
障
に
よ
り
市
町
村
の
医
療
費
助
成
係
へ
請

３



求
す
る
事
と
な
り
ま
す
。

　

〈
対
象
者
〉

　
　

1
8
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

　

持
す
る
人
（
1
8
歳
未
満
は
「
育
成
医
療
」
）

　
　

腎
機
能
障
害
に
つ
い
て
は
、
血
液
透
析

　

療
法
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
、
腎
移
植
術
に
か
か
わ

　

る
医
療
に
限
ら
れ
て
い
る
。

★

　

更
生
医
療
の
受
け
方

　

○

　

自
分
が
透
析
を
受
け
て
い
る
施
設
が
、

　
　

透
析
に
係
る
更
生
医
療
指
定
医
療
機
関

　
　

で
あ
る
こ
と
が
条
件

　

〈
手
続
き
〉

　

○

　

窓

　

口

　

住
民
票
の
あ
る
市
役
所
・

　
　
　
　
　
　
　

区
役
所
・
町
村
役
場
の
福

　
　
　
　
　
　
　

祉
係

　

○

　

必
要
な
も
の

　
　
　

・
更
生
医
療
嬰
否
意
見
書
（
医
師
の
証

　
　
　

明
を
受
け
た
も
の
）

　
　
　

・
更
生
医
療
給
付
申
請
書

　
　
　

・
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
　

・
印
鑑

　
　

※

　

必
要
な
書
類
を
予
め
窓
口
へ
行
っ

　
　
　

て
も
ら
っ
て
来
る

　

○

　

利
用
ま
で
の
流
れ

　
　

①

　

窓
口
で
申
請
手
続
き
を
す
る
。

　
　

②

　

更
生
相
談
所
で
審
査
・
判
定
さ
れ

　

る
。

③

　

給
付
が
決
定
さ
れ
る
と
、
福
祉
事

　

務
所
を
経
山
し
て
更
生
医
療
券
が
本

　

人
ま
た
は
指
定
医
療
機
関
に
送
付
さ

　

れ
る
。

④

　

医
療
機
関
か
ら
は
、
更
生
医
療
の

　

自
己
負
担
額
が
訥
求
さ
れ
る
。

★

　

道
議
会
に
対
し
て
は
要
望
書
や
、

　

知
事
に
対
す
る
ハ
ガ
キ
行
動
、
皆
さ

　

ん
に
協
力
を
戴
い
た
道
議
会
議
長
へ

　

の
請
願
署
名
活
動
・
議
員
さ
ん
へ
の

　

陳
情
な
ど
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

　

が
、
道
腎
協
と
し
て
出
来
る
だ
け
の

　

こ
と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
議
会
の

　

結
果
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　

が
、
必
要
に
応
じ
て
号
外
や
、
関
連

　

記
事
を
次
号
の
”
ど
う
じ
ん
″
に
掲

　

載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
あ
な
た
は
ま
だ
傍
観
者
で
い
い
の
で

　

す
か
？
）

　

患
者
会
は
会
員
の
た
め
に
だ
け
、
活
動
を

し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
全
腎
協
と
共
に
全
て
の
腎
臓

病
患
者
と
家
族
の
た
め
に
「
腎
疾
患
総
合
対

策
の
早
期
確
立
を
め
ざ
す
」
国
会
訥
願
署
名

募
金
活
動
を
、
全
腎
協
が
設
立
以
来
今
年
で

3
3
年
間
継
続
し
、
そ
の
間
様
々
な
医
療
・
福

祉
制
度
の
充
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
各
地
域
に
お
い
て
は
。
地
城
腎
友
会
が

行
政
交
渉
等
を
行
っ
て
、
地
域
の
医
療
や
福

祉
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
ま
腎
友
会
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
患
者

さ
ん
の
高
齢
化
や
、
無
関
心
層
の
拡
大
か
ら

組
織
率
の
低
下
が
否
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
組
織
率
の
低
下
が
進
め
ば
、

患
者
会
の
存
在
自
体
も
危
う
く
な
り
、
更
に

自
己
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
貴
方
は
ま
だ
傍
観
者
で
い
い
の

で
す
か
？
自
分
た
ち
の
「
医
療
と
福
祉
」
は

一
人
で
は
守
れ
ま
せ
ん
。
皆
で
助
け
合
っ
て

こ
そ
実
現
で
き
る
の
で
す
。
い
ま
貴
方
が
立

ち
上
が
る
時
な
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
腎

友
会
に
入
会
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
力
が
発

揮
で
き
る
組
織
に
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
入
会
を

　
　
　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

４



-

● １

-

蕩
謡
順
次
謎
一

-

ふ ＝

※
号
外
で
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨

　

年
1
2
月
1
9
日
に
道
の
保
健
福
祉

　

部
よ
り
高
橋
参
事
と
柴
田
主
査

　

の
２
名
が
来
局
し
、
1
0
月
か
ら

　

重
度
心
身
障
客
者
医
療
費
助
成

　

制
度
に
１
割
負
担
を
導
入
す
る

　

と
の
話
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け

　

道
腎
協
は
事
の
重
大
さ
か
ら
急

　

濾
、
臨
時
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開

　

催
し
て
対
応
し
た
。

日

　

時
一
２
０
０
４
年
１
月
1
0
‐
出

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
５
時

出会
席
者場

　

ホ
テ
ル

　

札
幌
会
館

北
海
道
保
健
福
祉
部

子
ど
も
未
来
づ
く
り
推
進
室

柴神熱

田

　

川

洋

　

ｆ

姿

　

ｆ

室

妊

主

幹

誠
Ｌ

査

〈
道
腎
協
〉

川
村
隆
志
（
札
幌
）
、
山
口
信
ｆ
（
苫

小
牧
）
、
青
柳
正
一

　

（
旭
川
）
、
川

井
和
彦
（
札
幌
）
佐
藤
利
勝
（
ズ

笠
）
。
村
田
豊
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
）
、

天
滓
則
夫
（
ト
勝
）
、
山
谷
頁
か
（
函

り．

館
）
桑
島
智
義
（
函
館
）
、
近
江
谷

守
（
旭
川
）
、
小
平
敬
明
（
旭
川
）
、

石
田
廣
治
（
根
室
）
阿
部
純
一
（
士

別
）
、
矢
野
消
（
江
別
）
、
斎
藤
義

生
（
江
別
）
、
鈴
木
啓
三
（
札
幌
）

北
征
ｆ
（
小
樽
）
、
井
上
茂
（
紋
別
）
、

金
野
正
夫
（
小
清
水
）
、
金
井
英
雄

　

（
釧
路
）
商
橋
邦
裕
（
釧
路
）
、
田

中
敏
彦
（
留
萌
）
、
柳
沼
正
．
（
札

幌
）
、
蓬
田
雄
．
（
旭
川
）

斎
藤
笑
（
浦
河
）
、
佐
藤
功
（
札
幌
）
、

山
中
勝
志
郎
（
伊
達
）
、
福
原
真
理

’
Ｌ
（
札
幌
）
宮
林
政
勝
（
室
蘭
）
、

水
島
裕
（
室
蘭
）
、
西
木
芳
ぺ
（
札

幌
）
、
占
田
季
代
乃
（
札
幌
）

．
．
．
Ｌ
留
美
ｆ
（
札
幌
）
合
計
3
6
名

　

平
成
1
6
年
１
月
1
0
‐
出
、
ホ
テ

ル
札
幌
会
館
に
て
臨
時
の
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
．
川
村

会
長
か
ら
「
本
‐
は
道
か
ら
今
回

の
見
直
し
に
っ
い
て
説
明
に
来
て

堕
い
て
い
る
の
で
内
容
を
理
解
し

こ
れ
か
ら
の
対
応
に
つ
い
て
皆
さ

ん
と
協
議
し
た
い
」
「
道
税
収
人
の

不
足
や
地
方
交
付
脱
の
削
減
に
よ

る
財
源
不
足
を
、
命
に
関
わ
る
私

達
の
事
業
と
他
の
事
業
を
同
じ
レ

ベ
ル
で
考
え
ら
れ
る
の
は
納
得
い

か
な
い
」
「
昨
年
は
食
事
代
負
担
で

会
ほ
が
２
０
０
″
１
‥
減
り
ま
し
た
。

今
川
の
自
１
１
」
負
担
で
、
ま
た
会
輿

が
減
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
目

先
の
損
得
で
な
く
会
員
で
あ
る
・
一

と
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

.I;:l
Ｉ
Ｉ
．

ｒ
*

●Ｉ
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そ
の
後
、
本
日
出
席
し
て
頂
い

た
道
保
健
福
祉
部
子
ど
も
末
来
づ

く
り
推
進
室
の
方
か
ら
「
道
服
独

医
療
費
助
成
制
度
の
見
直
し
」
に

っ
い
て
ご
説
明
し
て
頂
き
、
今
回

の
見
直
し
内
容
を
確
認
し
今
後
の

対
応
に
っ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
道
腎
協
結
成
以

来
最
大
の
問
題
と
受
け
止
め
全
員

で
こ
の
見
直
し
案
に
反
対
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　
　

－
記
－

１

　

知
事
・
道
議
会
各
会
派
に
要

　

望
書
提
出

２

　
　

道
議
会
へ
の
謂
願
ｉ
ｉ
ｖ
＾
の
実

　

施

３

　

各
地
域
腎
友
会
会
長
名
で
の

　

知
事
へ
の
要
望
書
提
出

４

　

各
地
域
腎
友
会
で
市
町
村
へ

　

の
要
望
書
提
出

５

　

各
会
は
か
ら
知
事
ヘ
ハ
ガ
キ

　

で
の
要
望
－
各
自
実
情
を
訴
え

　

る

５



日

　

時

　

平
成
1
6
年
１
月
2
9
日
困

　
　
　
　
　
　

1
4
一
3
0
～
1
5
一
1
5

場

　

所

　

道
保
健
福
祉
部
子
ど
も

　
　
　
　

末
来
づ
く
り
推
進
室
長

　
　
　
　

室
及
び
部
長
室

出
席
者

　

保
健
福
祉
部

　
　
　
　
　
　
　

小
田
清
一
部
長

　
　
　
　

ｆ
ど
も
末
来
づ
く
り
推
進
室

　
　
　
　

熱
田
洋
’
い
Ｌ
室
長

　

路
市
外
か
ら
通
っ
て
い
る
。

・
年
収
が
5
0
万
～
５
０
０
万
に
集

　

中
し
て
い
る
よ
う
に
低
収
入
者

　

が
多
い
。

・
Ｌ
な
生
計
維
持
者
が
本
人
で
３

　

割
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
患

　

者
の
生
活
は
厳
し
い
。

・
７
割
以
Ｌ
の
患
者
が
何
ら
か
の

　

合
併
症
に
か
か
っ
て
い
る
。

高
橋
則
克
参
事

　

な
ど
に
つ
い
て
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
　
　
　

滝
口
信
喜
道
議
会
議
員

　
　
　
　

道

　

腎

　

協

　
　
　
　

川
村
（
札
幌
）
、
青
柳
（
旭

　
　
　
　

川
）
、
柳
沼
（
札
幌
）
、

　
　
　
　

佐
藤
（
室
聞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
８
名

　

子
ど
も
未
来
づ
く
り
推
進
室
長

室
に
て
今
回
の
マ
ル
障
見
直
し
反

対
要
望
に
つ
い
て
道
腎
協
実
態
調

査
報
告
書
に
て
趣
旨
脱
明

・
透
析
暦
1
0
年
以
上
患
者
が
3
2
％
。

・
通
院
交
通
費
問
題
で
釧
路
の
例

　

を
あ
げ
２
７
７
人
中
9
3
人
が
釧

高
鳴
参
事
か
ら
は
、
更
生
医
療
の

実
態
を
話
さ
れ
こ
の
制
度
の
普
及

を
道
と
し
て
も
強
力
に
進
め
て
い

く
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、
保
健
福
祉
部
長
室
で

小
田
部
長
と
面
会
し
要
望
書
を
手

渡
し
詳
細
は
先
ほ
ど
室
長
室
に
て

お
話
し
ま
し
た
の
で
、
川
村
会
長

か
ら
道
財
政
が
た
い
へ
ん
な
の
は

わ
か
り
ま
す
が
、
他
の
事
業
と
我
々

の
命
に
関
わ
る
事
業
を
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
。
小
田
部
長
か
ら
は
、

こ
の
事
業
は
私
の
部
で
行
っ
て
い

る
こ
と
な
の
で
後
退
す
る
こ
と
は

し
た
く
な
い
の
が
本
心
で
す
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
そ
の
他
の
行
勁
」

　

・
浦
河
の
斎
藤
氏
の
紹
介
で
金
岩

道
議
に
陳
情
書
を
渡
す
。

・
大
橋
道
議
に
陳
情
書
を
渡
す
。

・
道
議
会
事
務
局
に
請
願
署
名
の

　

手
順
に
つ
い
て
ご
指
導
須
く
。

・
更
生
医
療
担
ち
の
伊
藤
主
幹
と

　

面
談
。
マ
ル
障
の
見
直
し
と
は

　

別
に
更
生
医
療
指
定
施
設
増
を

　

強
力
に
呼
び
か
け
て
い
く
事
を

　

要
望
。

Ｕ
＝

　

ｉ

　

・
’
‘
一
兜
、
ら
硲
一

　

ｖ
２
／
ｔ
＾
／
j
2
＼
（
ｉ^
ｔ
ｆ
~
＾
ｌ
ｉ
ｌ

＊
＊
＊

　

道
腎
協
に
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
の
参
加
も
含
め
2
7
の
各
地

域
腎
友
会
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

と
直
接
関
わ
り
が
深
い
各
地
域
腎

友
会
の
活
動
を
、
昨
年
を
中
心
に

見
て
い
き
ま
し
よ
う
。

　

昨
年
2
3
回
目
の
全
国
．
斉
腎
提

供
者
拡
人
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
全

道
1
8
力
所
で
「
臓
器
提
供
意
思
表

示
カ
ー
ド
」
配
布
を
中
心
に
行
わ

れ
、
道
南
・
浦
河
・
滝
川
・
北
見

な
ど
で
は
、
各
地
の
健
康
ま
つ
り

６



に
参
加
す
る
な
ど
特
色
を
持
ち
、

脳
死
及
び
心
停
止
後
の
献
腎
に
つ

い
て
理
解
と
協
力
を
人
々
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
千
歳
・
江

別
は
道
腎
協
と
と
も
に
、
キ
リ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
腎
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

釧
路
で
は
川
湯
温
泉
一
泊
旅
行
、

弟
子
屈
町
新
施
設
へ
の
役
員
訪
問

な
ど
、
ま
た
長
年
、
通
院
交
通
費

助
成
の
運
動
が
さ
か
ん
で
す
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
で
は
日
帰
り
旅
行
、
透

析
病
院
と
各
町
村
議
会
に
透
析
施

設
に
関
し
て
申
し
入
れ
、
秋
に
は

釧
路
・
北
見
・
紋
別
・
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
参
加
で
道
東
地
区
腎
友
会
研

修
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
清
水
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

昨
年
独
立
。
紋
別
は
難
病
連
遠
軽

支
部
交
流
会
参
加
も
。
士
別
で
は

ス
タ
ッ
フ
・
家
族
も
含
め
夏
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
三
笠
で
は
「
チ
ャ

ン
チ
ャ
ン
焼
の
会
」
や
病
院
と
の

話
し
合
い
。
粛
良
野
は
天
人
峡
へ

の
バ
ス
旅
行
や
全
患
者
に
通
院
送

迎
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
。
伊
達

は
丸
亀
温
泉
に
バ
ス
旅
行
、
会
長

が
市
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
委
員
会
に

参
加
。
ま
た
病
院
に
会
活
動
の
理

解
協
力
要
請
。
江
別
は
春
は
ユ
ン

ニ
の
湯
へ
、
秋
は
一
泊
旅
行
。
小

樽
は
日
帰
り
温
泉
旅
行
、
そ
し
て

市
内
で
発
生
し
た
透
析
ミ
ス
に
よ

る
患
者
死
亡
事
故
に
関
し
再
発
防

止
対
策
を
病
院
に
対
し
要
望
書
提

出
、
緊
急
災
害
時
対
応
に
つ
い
て

1
1
施
設
に
文
書
で
質
問
。
岩
見
沢

で
は
花
見
そ
し
て
透
析
セ
ン
タ
ー

改
築
に
関
し
要
望
書
提
出
、
ま
た

緊
急
時
透
析
者
カ
ー
ド
作
成
配
布
。

留
萌
は
市
海
水
浴
場
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
と
市
の
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
参
加
。
稚
内
は
サ
ク
ラ
ン
ボ

狩
り
と
豊
富
温
泉
へ
研
修
旅
行
、

そ
の
他
難
病
連
と
合
同
で
活
動
。

滝
川
は
暑
寒
別
岳
登
山
と
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
。
夕
張
は
風
致
公
園
で
の

花
見
会
や
ド
ク
タ
ー
・
栄
養
士
に

よ
る
学
習
会
。
札
幌
で
は
炊
事
遠

足
、
ボ
ー
リ
ン
グ
等
、
ま
た
市
の

福
祉
課
訪
問
話
し
合
い
や
新
施
設

訪
問
、
そ
し
て
長
年
、
会
が
市
に

要
請
し
て
い
た
自
動
車
燃
料
券
が

交
通
費
助
成
の
選
択
に
加
わ
り
ま

し
た
。
十
勝
で
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

焼
肉
交
流
会
、
そ
し
て
腎
友
会
入

会
呼
び
か
け
ポ
ス
タ
ー
作
成
。
苫

小
牧
で
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
、
小

樽
散
策
。
ま
た
同
時
に
透
析
手
幔

を
配
布
、
昨
年
は
道
腎
協
と
と
も

に
腎
移
植
推
進
功
労
者
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
賞
受
賞
者
を
推
薦
。

根
室
は
病
院
に
透
析
室
の
環
境
や

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
関
す
る
要
望
を

実
施
。
静
内
で
は
台
風
1
0
号
に
よ

り
会
員
２
名
に
被
害
が
あ
り
、
全

腎
協
か
ら
と
道
腎
協
の
「
災
害
義

援
金
」
（
H
1
3
年
有
珠
山
噴
火
時
、

伊
達
と
室
蘭
の
被
災
会
員
の
ご
厚

意
に
よ
り
設
立
）
か
ら
見
舞
金
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
室
蘭
で
は
虎
杖

浜
温
泉
日
帰
り
旅
行
と
定
山
渓
一

泊
旅
行
。
通
院
支
援
事
業
の
旭
川

の
「
た
い
せ
つ
旭
川
」
・
室
蘭
の
「
サ

ポ
ー
ト
室
蘭
」
・
釧
路
の
「
さ
わ
や

か
通
院
介
護
」
は
、
ほ
ぼ
３
年
を

迎
え
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
室
蘭
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
取
得
し
、
介
護
保
険
事

業
も
道
庁
よ
り
認
可
。
旭
川
は
通

院
介
護
に
関
し
、
市
や
関
連
す
る

所
と
多
く
話
し
合
い
を
持
ち
、
市

に
通
院
費
助
成
の
要
請
も
。
ま
た

小
泉
首
相
宛
に
、
介
護
保
険
見
直

し
に
よ
る
通
院
費
の
恪
差
に
関
し

ハ
ガ
キ
活
勁
実
施
。
深
川
で
は
一

昨
年
か
ら
会
長
そ
し
て
役
員
の
方
々

が
相
次
い
で
他
界
さ
れ
世
話
人
さ

ん
に
よ
り
会
が
続
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
深
川
の
皆
さ
ん
応
援
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
1
3
年
1
0
月
か
ら
の
マ
ル
障

所
得
制
限
導
入
の
問
題
の
時
、
ま

た
今
回
の
マ
ル
障
一
割
負
担
導
入

の
反
対
運
勁
に
お
い
て
、
道
腎
協

は
道
全
体
と
し
て
道
庁
に
。
各
市

町
村
に
お
い
て
は
各
地
城
腎
友
会

が
要
望
書
提
出
や
議
会
に
陳
情
・

請
願
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
腎
協

の
国
会
訥
願
等
で
国
政
に
働
き
か

け
る
時
も
各
地
域
腎
友
会
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。

７



　
　

平
成
1
5
年
1
2
月
1
6
日
両
1
0
時
3
0
9
よ
り
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
２
Ｆ
・
４
号

会
議
室
に
お
い
て
道
側
８
名
、
道
腎
協
８
名
の
出
席
に
て
「
腎
疾
患
総
合

対
策
の
早
期
確
立
Ｌ
に
対
す
る
要
望
と
道
腎
協
独
自
の
要
望
に
つ
い
て
道

と
の
意
見
交
換
会
を
道
側
保
健
福
祉
部
総
務
課
主
査
・
長
尾
教
雄
氏
、
道

腎
協
渾
内
事
務
局
長
の
進
行
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
道
側
出
席
者
）

疾

　

病

　

対

　

策

　

課

ｆ
ど
も
未
来
づ
く
り
推
進
室

医

　

務

　

薬

　

務

　

課

障
害
者
保
健
福
祉
課

/Z

田

賢

哉

松

岡

宏

昌

神

姿

了･

顔

橋

裕

之

伊

藤

敏

か

林

昭

Lxj

田

中

宣

行

嶋

田

津

秋

在

　

幹査幹査幹

//

（
道
腎
協
出
席
者
）

　
　

川
村
隆
志
会
長
、
掛
札
聖
副
会
長
、
両
柳
山
．
副
会
長
、
佐
藤
利
國

　
　

全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担
肖
理
事
、
柴
山
尚
倫
全
腎
協
ぶ
会
員
、

　
　

渾
内
繁
雄
事
務
局
艮
、
柳
沼
ぶ
．
運
営
委
員
、
北
征
ｆ
幹
事

「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
の
早
期
確
立
に
対
す
る
要
望
事
項

〔
要
望
事
項
〕

１

透
析
患
者
の
璽
症
化
、
障
害

の
重
複
化
に
伴
う
要
介
護
透
析

患
者
の
急
増
に
対
す
る
医
療
・

福
祉
両
面
に
お
け
る
在
宅
サ
ー

　

ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
早
急

　

に
拡
充
し
て
下
さ
い
。

　

〈
回
答
〉
障
害
者
保
健
福
祉
課

○

　

障
害
の
あ
る
方
々
に
っ
い
て
、

　

。
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
や
障
害

　

に
応
じ
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

巾
町
村
が
尖
施
し
て
い
る
重
度

障
害
抒
タ
ク
シ
ー
料
金
補
助
嘔

業
や
リ
フ
ト
付
き
福
祉
バ
ス
の

設
置
及
び
迦
行
に
係
る
継
費
へ

の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

　

２

　

北
海
道
に
お
け
る
災
客
発
生

　

保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

　

供
す
る
体
制
の
整
備
・
充
実
に

　

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

　

お
り
ま
す
、

○

　

移
送
支
援
に
っ
き
ま
し
て
は
、

,幽j・盲
儒

　

・
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遭側の出席者

　

時
の
透
析
医
療
体
制
を
確
立
し

　

て
下
さ
い
。

　

〈
回
答
〉
疾
病
対
策
課

○

　

道
と
し
て
は
、
地
震
な
ど
に

　

よ
る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

　

際
の
吠
療
を
確
保
す
る
た
め
、

　

2
　
1
時
間
対
応
吋
能
な
災
害
拠
点

　

病
院
の
整
備
を
進
め
、
北
海
道

　

地
域
防
災
計
画
に
肌
づ
く
被
災

　

患
者
の
収
容
や
医
薬
品
・
医
療

　

材
料
等
の
貸
出
等
に
Ｌ
り
地
域

　

の
医
療
機
関
の
支
援
を
け
じ
め
、

　

道
に
お
い
て
も
備
蓄
医
薬
品
の

　

供
給
等
を
行
う
な
ど
の
体
制
整

　

備
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

　

る
。

Ｏ

　

Ｌ
へ
に
透
析
に
っ
い
て
は
、
災

　

害
時
に
お
い
て
も
継
続
し
て
提

　

供
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

８



　

厚
生
労
働
省
防
災
業
務
計
画
に

　
　
　

障
害
者
施
策
に
お
け
る
。
般
的

　

よ
る
、
社
団
法
人
‐
本
透
析
医

　
　
　

な
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
も
の

　

会
災
古
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　

で
あ
り
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

の
活
川
な
ど
社
団
法
人
‐
本
透

　
　
　
　

な
お
、
補
助
金
の
増
額
は
、

　

析
医
会
と
の
連
携
に
よ
り
、
人

　
　

道
財
政
の
厳
し
い
状
況
に
鑑
み

　

Ｌ
透
析
患
者
の
受
療
状
況
及
び

　
　
　

困
難
で
す
。

　

透
析
医
療
機
関
の
稼
働
状
況
、

　

○

　

障
害
行
の
Ｊ
Ｒ
運
賃
の
割
引

　

水
・
医
薬
品
の
確
保
状
況
な
ど

　
　
　

制
度
の
緩
和
に
っ
い
て
は
、
令

　

の
情
報
に
鵬
づ
き
、
受
療
の
確

　
　
　

国
的
な
収
組
が
必
要
で
あ
る
’
一

　

保
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

と
か
ら
、
北
海
道
・
束
北
７
県

○

　

さ
ら
に
、
綸
水
や
竃
―
≫
供
給

　
　
　

保
健
福
祉
に
筰
部
長
会
議
を
通

　

に
っ
い
て
も
災
害
時
に
お
け
る

　
　
　

じ
、
国
に
対
し
要
望
し
て
い
る

　

供
給
計
画
に
基
づ
き
応
急
復
＝

　
　
　

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
、

　

対
策
を
講
ず
る
’
一
と
と
し
て
お

　
　

４

　

璽
度
心
身
障
害
者
医
療
助
成

　

り
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連

　
　

制
度
に
対
す
る
今
後
の
対
応
に

　

携
の
基
に
人
Ｌ
透
析
患
行
等
医

　
　
　

つ
い
て

　

療
を
必
要
と
す
る
被
災
者
に
対

　
　

〈
回
答
〉
子
ど
も
未
来
づ
く
り
推

　

す
る
医
療
体
制
の
確
保
に
っ
い

　
　
　
　
　
　

進
室

　

て
万
令
を
期
す
よ
う
努
め
て
ま

　
　

○

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付

　

い
り
た
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
ｔ
に
お
け
る
所
得
制
限
に
っ

３

　

通
院
交
通
費
助
成
に
つ
い
て

　
　
　

い
て
は
、
国
の
各
紐
ご
陥
祉
ｒ
当

　

〈
回
答
〉
障
害
者
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

や
多
く
の
都
府
県
に
お
い
て
所

○

　

通
院
交
通
費
助
成
に
係
る
所

　
　
　

得
制
限
が
導
人
さ
れ
て
い
る
状

　

得
制
限
は
、
国
の
制
度
で
あ
る

　
　
　

況
を
踏
ま
え
、
負
担
の
公
ｔ
性

　

特
別
障
害
膏
手
当
に
準
拠
し
て

　
　
　

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
今
後

　

い
る
も
の
で
あ
り
、
’
一
れ
は
、

　
　
　

に
お
け
る
制
度
の
安
定
的
な
迦

営
を
図
る
観
点
に
タ
バ
て
、
導

　
　
　

に
応
じ
た
徴
収
基
準
額
に
っ
い

人
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で

　
　
　

て
は
、
重
度
心
身
障
害
ｉ
ｒ
医
療

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　

に
ｔ
り
現
物
給
付
さ
れ
ま
す
の

　

ま
た
、
Ｌ
へ
Ｌ
透
析
患
者
に
っ

　
　
　

で
：
こ
承
知
い
た
だ
く
と
と
も

い
て
は
、
良
期
高
額
疾
病
に
よ

　
　
　

に
、
更
生
医
療
の
積
極
的
な
活

る
療
養
ｉ
ｃ
と
さ
れ
て
お
り
、
医

　
　
　

川
を
お
願
い
し
ま
す
。

療
費
の
自
ｄ
負
担
分
か
１
万
円

　
　

５

　

通
院
の
困
難
な
在
宅
の
透
析

を
超
え
る
額
に
っ
い
て
は
、
医

療
保
険
で
給
付
さ
れ
る
外
、
１

万
円
ま
で
の
-
ｚ
：
"
ｊ
ｃ
ｉ
担
分
に
つ

い
て
も
更
生
医
療
（
1
8
歳
未
満

の
児
童
に
対
し
て
は
育
成
医
療
）

が
適
川
さ
れ
、
そ
の
う
ら
所
得

遭腎協側の出席者

　

患
者
の
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

　

パ
ー
の
増
員
、
移
送
支
援
な
ど

　

通
院
介
護
補
償
体
制
を
確
立
し

　

て
下
さ
い
。

　

〈
回
答
〉
障
害
者
保
健
福
祉
課

○

　

支
援
費
制
度
に
お
い
て
は
、

　

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
ホ
ー

　

ム
ヘ
ル
ブ
サ
ー
ビ
ス
に
、
通
院

　

介
助
か
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

○

　

道
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、

　

巾
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
身

　

近
な
と
こ
ろ
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
川
で
き
る
環
境

　

整
備
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し

　

て
お
り
ま
す
。

○

　

な
お
、
道
で
は
、
地
城
政
策

　

補
助
金
（
道
単
独
補
助
事
業
）

　

の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
重
度
障

　

害
者
タ
ク
シ
ー
料
金
補
助
事
業
、

９



　

福
祉
バ
ス
購
入
事
業
、
車
両
乗

　
　
　

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
指
定

　

降
リ
フ
ト
整
備
事
業
」
や
、
市

　
　

申
請
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
努
め

　

町
村
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事

　
　
　

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

　

業
（
国
庫
補
助
事
業
）
の
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　

す
。

　

で
あ
る
「
重
度
身
体
障
害
者
移

　

了

　

臓
器
移
植
推
進
普
及
活
動
の

　

動
支
援
事
業
」
を
通
じ
た
助
成

　
　

推
進
に
つ
い
て

　

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

　

〈
回
答
〉
医
務
薬
務
課

　

こ
れ
ら
の
活
用
が
検
討
さ
れ
る

　

○

　

腎
臓
移
植
を
含
め
た
臓
器
移

　

よ
う
、
市
町
村
に
対
す
る
情
報

　
　

植
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
医

　

提
供
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

　
　

療
関
係
者
や
道
民
の
皆
様
に
臓

　

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

器
移
植
に
つ
い
て
の
正
し
い
理

６

　

更
生
医
療
制
度
の
適
用
に
つ

　
　

解
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ｍ

　

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
道

　
　

道
と
し
て
も
一
層
未
指
定
医

　
　

と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

　

療
施
設
に
対
し
働
き
か
け
て
頂

　
　

財
団
法
人
北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク

　

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

な
ど
の
臓
器
移
植
関
係
団
体
と

　

〈
回
答
〉
障
害
者
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

連
携
し
、
各
種
の
啓
発
活
動
を

○

　

更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療

　
　

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

　

機
関
に
つ
い
て
は
、
開
設
者
の

　
　
　

今
後
と
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

　

同
意
を
得
て
指
定
を
行
っ
て
い

　
　
　

研
修
会
等
を
通
じ
て
、
臓
器
移

　

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
身
体
障
害

　
　

植
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の

　

者
の
障
害
を
軽
減
し
、
回
復
を

　
　

普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
ま
り
た

　

図
る
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め

　
　
　

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

る
観
点
か
ら
、
人
工
透
析
を
行
っ

　
　

○

　

道
で
は
、
財
団
法
人
北
海
道

　

て
い
る
医
療
機
関
に
対
し
、
指

　
　

腎
臓
バ
ン
ク
へ
の
委
託
に
よ
り

　

定
申
請
を
働
き
か
け
て
き
た
と

　
　
　

北
海
道
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
↑

タ
ー
を
設
置
し
、
日
本
臓
器
移

植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
移
植
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
も
連
携
し
活

動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

道
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
移

植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質

※
平
成
1
5
年
1
0
月
2
3
日
に
Ｊ
Ｒ
北
海

　

遊
に
運
賃
割
引
で
提
出
し
た
要
望

　

魯
の
回
答
が
届
き
ま
し
た
．

　

今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
．

総
務
第
1
0
6
5
号

Ｈ
-
成
1
6
年
１
月
1
9
日

北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

　

会

　

畏

　

川
村

　

隆
志
様

財
団
法
人

　

北
海
道
難
病
連

　

代
表
理
事

　

小
田

　
　

険
様

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　

総
務
部
課
長

　

天
羽

　

良
彦

要
望
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

　

平
素
は
弊
社
桑
務
に
つ
い
き
ま
し
て

格
別
の
ご
商
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
．

　

さ
て
、
平
成
1
5
年
1
0
月
2
3
日
、
道
腎

脇
第
1
5
7
2
号
に
よ
り
ご
要
望
の
あ

り
ま
し
た
、
Ｊ
Ｒ
の
乗
車
運
賃
の
距
離

制
限
の
撤
廃
等
に
つ
い
て
．
下
記
の
と

お
り
回
答
致
し
ま
す
．

向
上
に
努
め
る
と
共
に
、
関
係

医
療
機
関
と
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
連
携
を
よ
り
緊
密
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
道
内
の
臓
器

移
植
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

何
と
ぞ
ご
理
解
を
囲
り
ま
す
よ
う
ぉ

願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

　
　
　
　
　

記

　

障
杏
者
の
方
々
に
対
す
る
割
引
に
つ

き
ま
し
て
は
･
　
e
i
-
成
２
年
２
月
１
日
に

内
部
障
害
者
、
平
成
３
年
1
2
月
１
日
に

精
神
薄
弱
者
（
現
行
、
知
的
障
害
者
）
、

平
成
７
年
1
0
月
１
日
に
視
覚
障
轡
者
、

ま
た
平
成
1
0
年
４
月
2
5
日
に
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障

害
者
の
方
々
に
対
し
て
、
割
引
範
囲
を

拡
大
し
て
ま
い
り
ま
し
た
．

　

割
引
額
を
鉄
道
事
業
者
が
負
担
し
て

い
る
現
状
に
お
い
て
は
．
割
引
範
囲
の

拡
大
は
必
然
的
に
鉄
道
事
集
者
の
負
担

増
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
弊
社
を
取
り
轡

く
情
勢
を
考
え
ま
す
と
、
弊
杜
独
自
で

劃
引
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
極
め

て
困
饉
な
状
況
に
あ
り
ま
す
．

　

な
お
、
急
行
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
一
種
身
体
障
害
者
の
方
が
介
護
者
の

方
と
と
も
に
普
通
急
行
列
車
を
ご
利
用

の
場
合
、
両
者
と
も
普
通
急
行
料
金
を

５
割
引
と
し
て
お
り
ま
す
．
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北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

.６、

xc

長

　

寒
さ
も
よ
う
や
く
衰
え
は
じ

め
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
体
調

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
既
に
号
外
や
ポ
ス
タ
ー

で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
昭
和

4
8
年
に
北
海
道
医
療
給
付
事
業

と
し
て
制
定
さ
れ
た
マ
ル
障
制

度
の
大
改
悪
が
平
成
1
6
年
1
0
月

か
ら
施
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

毎
月
、
通
院
で
１
２
、
０
０

村

　

隆

　

志
￥3(:y.'y -y.-y

.ミ、●ミ．●ゝａ．．
"i-^.-'lり!:y;ﾘ!c忿’

　

‾-.・.f..･J･..’

Ｏ
円
入
院
で
４
０
、
２
０
０
円
の

自
己
負
担
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

道
腎
協
と
し
て
も
新
年
早
々
の

１
月
1
0
日
に
臨
時
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

を
開
催
し
道
の
担
当
者
３
名
を
招

い
て
今
回
の
見
直
し
内
容
に
つ
い

て
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
道
腎
協
と
地
域
腎
友
会
で
行
う

活
動
に
つ
い
て
役
員
で
協
議
し
ま

し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
署
名
活

動
な
ど
具
体
的
迎
動
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
マ
ル
障
制
度
見
直

し
は
道
腎
協
結
成
以
来
の
重
大
問

題
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期

に
患
者
の
負
担
を
増
大
さ
せ
、
先

行
き
の
不
安
を
あ
お
り
、
「
医
療
は

金
次
第
」
に
し
て
い
こ
う
と
す
る

よ
う
な
改
革
は
、
ま
さ
に
暴
挙
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

医
療

制
度
改
革
は
患
者
・
国
民
の
た
め

に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
財
政
が
赤
字
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

障
害
を
持
っ
た
患
者
の
命
と
健
康

に
関
わ
る
問
題
を
他
の
事
業
と
一

緒
に
扱
う
べ
き
で
な
い
こ
と
等
、

我
々
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
と
影

響
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
も
強
く
訴

え
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
昨
年
５
月
に
会
長
に
就
任

し
て
以
来
、
ま
も
な
く
１
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
地
域
腎
友
会
の

方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
厳
し
い
状
況
を
反
映
し
会
員

数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
報
道
を
見
ま
す
と
、
相

変
わ
ら
ず
殺
伐
と
し
た
事
件
が
連

日
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
特
に
気
に
な
る
の
が
、
幼
い
子

ど
も
が
親
の
暴
力
の
犠
牲
に
な
る

事
件
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ま
わ

り
へ
の
思
い
や
り
や
、
潤
い
あ

る
暖
か
い
人
間
関
係
が
あ
れ
ば
、

こ
ん
な
悲
惨
な
事
件
は
起
き
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
私
た
ち
は
自
分
一
人
で

は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日
た

く
さ
ん
の
人
々
に
助
け
ら
れ
て

生
き
て
い
ま
す
。
身
近
の
患
者

さ
ん
に
さ
さ
や
か
な
心
遣
い
、

や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
る
こ
と

で
交
流
が
は
じ
ま
り
そ
ん
な
き
っ

か
け
か
ら
会
員
に
な
っ
て
頂
け

た
ら
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

目
先
の
損
得
で
な
く
、
会
員

で
あ
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を

解
っ
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
患
者

皆
で
団
結
し
て
社
会
に
対
し
て

声
を
挙
げ
て
訴
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
／
・
そ
し
て
我
々
の

命
と
暮
し
を
守
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
／
・

－11－



腎臓病患者会組織図
C::ｺﾞ内は関連団体）
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道腎協加盟地域腎友会組織一覧表

ｒ＿　＆　　J｡玄．７ｋ .1、i.T ．佳　。-.~J-，I所 .電　話

旭　川　地　方　腎　友　会 旭川市

岩　見　沢　腎　友　会 岩見沢市

浦　河　地　区　腎　友　会 浦河郡浦河町

江別腎臓病患者会 069-0817 江別市野幌町代々木町816り６　　　　　　漢和会江別病院透析室内 on 382-1111

小樽後志地方腎友会 047-0032 小樽市稲穂1－3－13　　　　小樽ライフグリー-ツク透析室内 0134 25-3585

オホーツク腎友会 網走市

北　見　地　方　腎　友　会 北見市

釧　路　地　方　腎　友　会 085 0003 釧路市川北4
-17

　　　　　　身体障害者福祉センター内 0154 23-6687

札幌腎臓病患者友の会 札幌市北区

静　　内　　腎　　友　　会 静内郡静内町

腎友会滝川クリニック透析者の会073 0045
?竜川市有明･Ｔ２Ｆ目4―45
　　　腎友会滝川グリー-ツク　透析室内 0125-24-2125

伊　連　地　方　腎　友　会 伊達市

千　　歳　　腎　　友　　会 千歳市

道南腎癩病患者連絡協議会 亀田郡七飯町

十　勝　地　方　腎　友　会 帯広市

苫　小　牧　腎　友　会 苫小牧市

根　　室　　腎　　友　　会 根室市

深　　川　　腎　　友　　会 074 0005 深川市５条６番10号
　　　　　深川市立総合病院透析室内

01642-2-nOl

室　蘭　地　方　腎　友　会 050 0083 室蘭市東町2－1－19　　　室蘭巾障害者総合福祉センター内 0143-45-6849

紋　別　地　方　腎　友　会 紋別郡遠軽町

夕張腎臓病友の会 夕張市

留萌地方水無人腎友会 077 00n 留萌市東雲町２Ｆ目16番　　　　　　　留萌i粒立病院透析室内 0164 49-1011

稚　内　地　方　腎　友　会 097 0022 稚内市中央４丁目11番６号　　　　　　　稚内市立病院透析室内 0162-32一8134

士　　別　　腎　　友　　会 095-0044 士別市東山町3029番地１　　　　　市立士別総合病院透析室内 01652-3-2166

三　　笠　　腎　　友　　会 三笠市

富　良　野　腎　友　会 076-0024 富良野市幸町13－1　　　　　　富良野協会痢院透析室内 0167-23一2181

小清水赤十字病院腎友会 斜里郡清里町

北海道腎臓病患者連絡協議会 001-0017 札幌市北区北17条西２丁目21―617　　　　　　　サザンアベニュー北大101 011-747-0217

咄全国腎臓病協議会 170 0002 東京都豊島区巣鴨１丁目20番９号
　　　　　　　巣鴨フアーストピル３階 03-5395-2631
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青

年

部

　

“・1

キ

ノ

ヒ
ー

Ｋ
－
Ｎ
Ｏ
Ｈ
－
Ｌ

　

青
年
部
び
Ｉ
青
年
患
者
の
要
望
、

悩
み
を
交
換
し
な
が
ら
青
年
患
者

の
自
立
の
方
策
を
考
え
て
い
く
Ｌ

こ
と
を
目
的
に
発
足
し
て
２
年
が

過
ぎ
ま
し
恐
。
1
5
人
だ
っ
た
部
員

は
現
在
3
5
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
を
知
ら
な
か
っ
た
と
言

う
方
の
為
に
役
員
と
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
青
年
部
の
役
員
よ
り
一

言
で
す
。

一
部

　

長
・
五
‐
嵐
信
康
（
釧
路
）

　

患
者
会
組
織
の
中
で
、
青
年
層

の
構
成
率
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
§
地
域
に
お
い
て
同
世
代
の

透
析
患
者
が
抱
え
る
問
題
点
尽
と

を
話
し
合
え
る
機
会
は
、
な
か
な

か
無
い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
幸
い
（
。
？
）
広
い
北
海
道

に
は
、
そ
ん
な
仲
間
か
大
勢
い
ま

す
。
と
も
に
交
流
を
通
じ
て
学
習

し
、
励
ま
し
合
い
ま
せ
ん
か
／
。

　

年
々
医
療
行
政
も
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
情

勢
の
中
、
青
年
層
の
意
見
を
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
一
人

で
も
多
く
の
入
会
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

一
副
部
長
・
塚
本

　

義
彦
（
ト
勝
）

　

腎
友
会
に
入
〈
云
し
て
2
4
年
に
な

り
ま
し
た
。
一
患
者
と
し
て
と
て

も
良
い
勉
強
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
人
生
に
失
望
し
て
い
た
時
に

は
励
ま
し
て
く
れ
る
先
輩
た
石
が

居
て
く
れ
、
結
婚
や
子
供
を
授
か
っ

7
2
　
時
に
は
本
当
に
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
子
供
が
大
き
く
な
っ
た
今

で
も
そ
の
時
の
事
は
忘
れ
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
道
腎
協
青
年
部
に
て
、

苦
し
い
状
況
に
な
る
で
あ
ろ
う
透

析
患
者
の
医
療
情
勢
改
善
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

■
副
部
長
・
阿
部

　

純
一
（
士
別
）

　

こ
の
２
年
は
、
副
部
長
と
し
て

目
の
前
に
あ
る
仕
事
を
自
分
な
り

に
一
生
懸
命
し
て
来
7
2
　
と
思
い
ま

す
。
全
て
が
初
め
て
の
事
で
失
敗

の
繰
り
返
し
で
、
周
り
の
方
々
に

助
け
ら
れ
教
え
て
貰
い
な
が
ら
今

を
迎
え
る
事
が
出
来
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
道
腎
協
青

年
部
と
し
て
真
面
目
に
真
剣
に
青

年
部
ら
し
い
活
動
を
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
会

　

計
・
川
村
百
合
江
（
札
幌
）ｈ

　

こ
れ
か
ら
の
透
析
は
大
変
尽
時

代
に
な
っ
て
く
る
か
ら
、
道
腎
協

青
年
部
に
参
加
し
て
頑
張
ら
な
け

れ
ば
／
・
皆
で
学
び
活
動
し
、
た
ま
Ｉ

に
は
遊
ぼ
う
よ
／
・
仕
事
に
生
活
に

大
変
な
の
は
皆
一
緒
だ
よ
。

　

参
加
し
た
ら
誰
か
が
元
気
を
分

け
て
く
れ
る
よ
。

一
事
務
局
・
吉
田
季
代
乃
（
札
幌
）

　

勉
強
会
で
た
く
さ
ん
の
事
を
学

び
、
交
流
会
で
は
友
好
の
輪
を
広
げ

て
友
情
を
深
め
る
。
そ
し
て
腎
友
会

を
活
性
化
さ
せ
る
。
一
緒
に
そ
ん
な

青
年
部
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
／
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ｅ
平
成
1
5
年
度
の
活
動

◆
全
腎
協
青
年
交
流
集
会
ｉ
ｎ
北
海
道
◆

　

「
未
来
は
自
分
達
で
創
り
出
す
Ｌ

を
テ
ー
マ
に
赤
井
川
ヤ
マ
ハ
リ
ソ
ー

ト
キ
ロ
ロ
に
お
い
て
８
月
3
0
～
3
1

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
恐
。
〈
王
国
か

ら
１
５
１
名
の
青
年
患
者
が
集
ま

り
ま
し
厄
。

　

遁
腎
協
青
年
部
で
は
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
企
画
の
立
案
か
ら
準

備
、
〈
一
二
の
運
営
を
自
（
刀
達
で
や
り
と

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
仁
反
省

す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
が
、
な
に
よ

り
青
年
部
の
団
結
力
が
深
ま
っ
た

こ
と
が
一
番
の
収
穫
で
し
7
2
　
。

◆
勉

　

強

　

会
◆

　

‥
目
月
８
～
９
日
、
北
海
道
難
病

セ
ン
タ
ー
に
て
参
加
者
1
0
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
厄
。

　

自
分
達
で
立
て
た
献
立
で
夕
食

を
作
り
ま
し
た
。
透
析
食
に
つ
い

て
の
ブ
ー
ム
を
通
し
て
楽
し
く
勉

強
し
ま
し
た
。

◆
交

　

流

　

会
◆

　

平
成
1
6
年
２
月
了
～
８
日
、
参

加
者
1
5
名
で
十
勝
幕
別
温
泉
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
、
〈
王
腎
協
事
務
局

の
金
子
雅
美
氏
・
道
腎
協
会
長
の

川
村
隆
志
氏
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
1
6
年
度
の
活
動
計

画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
厄
。

◆
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
一
通
信
発
行
◆

　

青
年
部
の
部
員
へ
向
け
て
３
回

発
行
し
ま
し
た
。
交
流
会
レ
ポ
ー

ト
や
お
役
立
ら
情
報
満
載
／
。

　

1
6
年
度
は
４
回
発
行
す
る
予
定

で
、
役
員
コ
ラ
ム
を
新
連
載
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
／
・

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◆

　

情
報
交
換
の
7
2
　
め
の
掲
示
板
や

交
流
会
の
模
様
な
ど
写
真
を
沢
山

入
れ
て
報
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平

成
1
6
年
度
か
ら
会
員
紹
介
・
リ
レ
ー

エ
ッ
セ
イ
な
ど
新
し
い
コ
ン
テ
ン

ツ
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
◆

　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
は
部
員
の

情
報
交
換
や
連
絡
事
項
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
つ
て

い
な
い
部
員
に
は
事
務
局
よ
り
郵

送
で
連
絡
し
て
い
ま
す
。

◆
そ

　

の

　

他
◆

　

全
腎
協
全
国
大
会
参
加
・
難
病

連
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
参
加
・
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
腎

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
な
ど
。

　

道
腎
協
の
行
事
に
も
積
極
的
に

参
加
・
強
力
し
て
い
ま
す
。

青年部へのお問い合せは

　　　　

ｰ.「･

　　　

-

　　　

-

　

-

　

_」

道腎協事務局（担当：古田季代乃）まで

　

ＴＥＬ・FAX (Oil) 747-02 17

青年部ホームペジURL

　

httｐ://ｐ23.aaacafe.ｎｅ.jｐ/｀dojinkyO/

青年部メーリングリスト

　

kiyonoR jikabaisen. com

　

今
後
の
活
動
を
よ
り
活
発
に
、

よ
り
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
も
、

も
っ
と
組
織
を
強
く
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
青
年
部
に

入
ろ
う
か
な
と
思
っ
て
い
る
巧
は

大
歓
迎
な
の
で
ご
連
紹
く
だ
さ
い
／
。

　
　
　
　

（
札
幌
・
吉
田
季
代
乃
）
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２

学
習
コ
ー
ナ
ー

参
考
文
献
一
キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
㈱

　

透
析
の
は
な
し
⑥
よ
り

透
析
生
活
に

と
も
な
う
心
の
不
安

４

　
　
　

‘

　
　
　

’
心

　

ｆ

　
　

ｆ

　

・

　
　

「
透
析
を
受
け
な
く
て
は
駄
目

で
す
」
と
医
師
か
ら
宣
告
さ
れ
た

と
き
は
、
だ
れ
で
も
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
「
そ

ん
な
は
ず
は
な
い
」
と
か
「
ど
う

し
て
自
分
だ
け
が
…
」
と
考
え
て

し
ま
い
が
ち
で
、
す
ぐ
に
透
析
治

療
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
れ

ら
の
感
情
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で

す
。
で
す
か
ら
、
透
析
を
始
め
る

に
当
た
り
、
自
分
の
感
情
や
心
の

状
態
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
、
透
析
治
療
を
素

直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

■
透
析
治
療
を
受
け
入
れ
る

　

ま
で
の
心
の
変
化

受

　

容

　

実
際
に
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
、

初
め
の
不
安
そ
う
な
表
情
か
ら
次

第
に
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　

ｆ

　

″
゛

　
　

．
一
’
一
一
一
一

　

透
析
治
療
を
受
け
、
ス
ト
レ
ス

に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
解
消

し
よ
う
と
し
て
、
自
然
と
い
ろ
い

ろ
な
行
動
を
と
り
ま
す
。
こ
の
無

意
識
の
う
ち
の
行
動
が
「
心
の
安

心の安全装置

賢全鮪董

全
装
置
」
で
す
。
「
心
の
安
全
装
置
」

が
働
い
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ

る
こ
と
で
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
仕
事
や

人
間
関
係
で
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
あ
る
と
き
、
八
つ
当
た
り
を

し
て
し
ま
っ
た
り
、
悪
口
を
言
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
の
と
き
は
後
悔
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ト
レ
ス
や

不
安
な
気
持
ち
を
た
め
込
ま
ず
、

う
ま
く
発
散
さ
せ
る
こ
と
で
常
に

心
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

　

1
6

の
で
す
。

●
子
供
の
よ
う
に
甘
え
て
し
ま
う

　

無
意
識
の
う
ち
に
周
囲
の
人
に

子
供
っ
ぽ
い
振
る
舞
い
を
し
た
り
、

ま
た
大
人
げ
な
い
わ
が
ま
ま
を
言
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
透
析
の
た
め
医
療
ス



タ
ッ
プ
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
と
き
に
生
じ
る
無
意
識

の
心
の
反
応
の
１
つ
で
す
、

●
病
気
を
認
め
た
く
な
い

　

透
析
導
入
の
告
知
に
対
し
。
「
私

に
限
っ
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」
。

　

「
先
生
は
冗
談
を
言
っ
て
い
る
の

だ
」
と
い
う
よ
う
に
心
の
中
で
懸

命
に
病
気
を
否
認
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
告
知
に

よ
る
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
和
ら
げ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

〆’　　●､奮り●顕にわた-ｊて

　　　

べ

　　　　　　　

Milf ≪■したヽ/

　　　　

右●を讐･f入れられない喩舎は

●●員で閥●が!lcてしま５おそれがあります

　　　

そのようなききlj

　

皿●ス９りフと

心

　

ヤ分ni.ft>.'ましＪう

　　　

ノ

●
透
析
治
療
を
受
け
た
く
な
い
と

　

思
っ
て
し
ま
う

　

頭
の
中
で
は
、
透
析
治
療
の
必

要
性
を
理
解
し
て
い
る
の
に
、
心

の
準
備
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
、

透
析
導
人
を
拒
が
し
た
り
、
水
分

や
食
事
の
自
己
管
理
を
守
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
不
定
愁
訴
が
多
く
な
る

　

透
析
治
療
に
と
も
な
う
ス
ト
レ

ス
や
痛
み
な
ど
を
感
じ
て
い
る
と
、

そ
れ
を
我
慢
で
き
て
い
る
う
ち
は

暴塵１鶯いても･，うだけて･･，

Ｊトレ.Xの●凋J.なります

良
い
の
で
す
が
、
我
慢
が
限
界
を

超
え
た
と
き
に
、
実
際
に
は
身
体

の
ど
こ
に
も
異
常
は
な
い
の
に
、

痛
み
や
め
ま
い
な
ど
を
感
じ
ま
す
。

●
八
つ
当
た
り
を
し
て
し
ま
う

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、
固
り

の
人
に
八
つ
ｉ
た
り
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。
八
つ
当
た
り
が
で
き
る

適
当
。
な
人
が
い
な
い
と
き
に
は
、

辺
り
構
わ
ず
イ
ラ
イ
ラ
を
あ
ら
わ

し
た
り
、
攻
撃
的
に
な
っ
た
り
怒
っ

た
り
し
ま
す
。

心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
こ
と
は

　
　
　

ご
く
当
た
り
前
の
行
動
で
す

　

「
心
の
安
全
装
置
」
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
働
い
て
い
る
と
き
は
、

自
分
で
も
思
い
が
け
な
い
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
１
人
で
考
え
込
ま

ず
に
病
院
の
医
療
ス
タ
ー
ツ
フ
や
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ま
た
は
自
治
体
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
す

る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
中
立
的
な

立
場
の
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う

こ
と
が
人
切
で
す
。
周
り
の
方
た

ち
も
、
で
き
る
か
ぎ
り
話
を
聞
い

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
「
心
の
安
全

装
置
」
は
だ
れ
で
も
持
っ
て
お
り
、

不
安
な
気
持
ち
や
こ
れ
に
対
す
る

行
動
は
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る

も
の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。
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-

平成16年２月26日現在

ご協※提出までの期限がせまっていたため、今回は会員を中心に署名をして頂きました。

　

力ありがとうございました。

　

尚、この請願では全道から18名を超える道雄の方に紹介議員となって頂き、３月５日

に道議会に提出されました。

地　方　名 署名数 地　方　名 署名数 地　方　名 署名数

旭　　　　川 540 静　　　　内 30 室　　　　蘭 300

岩　見　沢 30 滝　　　　川 60 紋　　　　別 ０

溥　　　　河 65 伊　　　　達 80 夕　　　　張 20

江　　　　別 90 千　　　　歳 ０ 留　　　　萌 76

小　　　　樽 470 道　　　　南 250 稚　　　　内 55

オホーツク 110 十　　　　勝 351 士　　　　別 20

北　　　　見 130 苫　小　牧 250 三　　　笠 18

釧　　　　路 371 根　　　　室 40 富　良　野 193

札　　　　幌 1,966 深　　　　川 20 合　　　　計 5.535

一一一一一一
○
先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
北
海
道

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
」
で
道
の
財

　

政
立
直
し
の
報
道
を
見
た

　

が
、
た
だ
腹
立
ち
さ
だ
け

　

が
残
っ
た
。
道
民
の
お
金

　

を
湯
水
の
ご
と
く
使
い
、

　

そ
の
責
任
を
誰
も
取
ら
ず
、

　

そ
の
付
け
を
弱
者
に
払
え

　

と
い
う
、
道
民
は
も
っ
と

　

怒
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
達
透
析
者
も
自
分
の
尻

　

に
火
が
つ
い
て
い
る
こ
と

　

を
も
っ
と
知
る
べ
き
だ
と
。

Ｏ
気
分
転
換
に
友
達
と
映
画

　
　

「
ラ
ス
ト
ー
サ
ム
ラ
イ
」

　

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
Ｊ

　

Ｒ
タ
ワ
ー
・
ス
テ
ラ
プ
レ

　

イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
椅
子
の

　

間
隔
が
広
く
座
り
や
す
く

　

て
良
い
で
す
よ
、
障
害
者

　

手
帳
を
持
っ
て
行
く
と
、

　

同
伴
者
も
１
名
１
。
０
０

　

０
円
で
観
れ
ま
す
よ
。
た

　

ま
に
は
映
画
で
も
い
か
が

　

で
す
か
。

　
　

（
三

　

上
）
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・
一
。
般
投
稿

「
幽

　

体

　

離

　

脱
」

札
幌
北
楡
病
院
須

　

合

　

清

　

道

　

古
い
昔
の
話
で
す
。
た
し
か
昭

和
3
1
年
の
晩
秋
の
頃
だ
と
思
い
ま

す
。
当
時
、
私
は
田
舎
の
学
校
で

教
員
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
教
員

で
一
番
嫌
な
什
事
の
一
つ
で
宿
直

が
あ
り
ま
し
た
。
日
中
授
業
を
し

て
、
そ
の
ま
ま
学
校
に
残
り
、
宿

直
室
で
一
人
泊
ま
っ
て
夜
、
学
校

中
を
巡
視
し
て
歩
く
の
で
す
。
そ

の
頃
の
校
舎
は
木
造
作
り
で
廊
下

を
歩
く
と
ミ
シ
ミ
シ
と
狸
が
し
た

り
、
雨
降
り
の
‐
な
ど
は
、
と
く

に
淋
し
い
か
ぎ
り
で
し
た
。
懐
中

電
灯
の
光
を
た
よ
り
に
歩
く
と
、

誰
か
が
後
か
ら
つ
い
て
来
る
よ
う

な
錯
覚
を
感
じ
た
り
空
手
道
の
有

段
者
の
私
も
真
夜
中
は
巡
視
す
る

事
が
で
き
ず
、
夕
方
に
な
る
と
急

い
で
校
舎
を
廻
っ
て
玄
関
な
ど
施

錠
し
て
早
く
か
ら
宿
直
室
で
布
団

を
被
っ
て
寝
ま
し
た
。
そ
の
日
も

い
つ
も
の
よ
う
に
早
く
か
ら
寝
て

い
る
と
、
夜
中
に
ぱ
っ
と
目
が
覚

め
ま
し
た
。
不
思
議
な
事
に
天
井

に
背
中
が
磁
石
で
も
っ
い
て
い
る

よ
う
に
ぴ
た
っ
と
つ
い
て
い
る
の

で
す
。
私
は
夢
を
見
て
い
る
の
か

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
意

Ｓ
」
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
し
天

井
か
ら
下
を
見
る
と
布
団
の
中
に

も
う
一
人
の
私
が
人
形
の
よ
う
に

身
一
つ
動
か
ず
寝
て
い
る
の
で
す
。

不
思
議
で
し
た
。
部
屋
の
隅
々
も

よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

何
回
も
、
何
回
も
天
井
に
っ
い
て

い
る
私
は
考
え
ま
し
た
が
、
わ
か

ら
ず
そ
の
う
ち
、
意
識
が
な
く
な

り
、
朝
目
を
覚
ま
す
と
布
団
の
中

で
し
た
。

　

昭
和
3
1
年
頃
は
一
般
家
庭
に
は

ま
だ
テ
レ
ビ
は
な
く
、
霊
的
な
本

も
本
屋
さ
ん
に
も
な
か
っ
た
時
代

で
す
の
で
、
こ
れ
が
幽
体
離
脱
と

い
う
現
象
だ
と
わ
か
っ
た
の
は
1
5

年
後
で
し
た
。
私
は
若
い
時
か
ら

霊
感
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
戦

後
父
が
、
中
国
の
湖
南
地
方
と
似

て
い
る
と
言
わ
れ
る
茅
ヶ
崎
市
に

別
宅
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
私
は
東
京
ま
で
通
学
し
て
い
た

の
で
す
が
、
因
縁
の
あ
る
住
宅
で

庭
を
掘
る
と
人
骨
が
出
て
く
る
と

の
事
、
私
は
見
た
事
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
こ
で
私
は
夜
、
身
の
毛

も
よ
だ
っ
た
よ
う
な
恐
ろ
し
い
経

験
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
又
の
機

会
に
書
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

有
料
逆
路
の
身
体
障

　

害
者
等
割
引
制
度
改
正

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
や
、
そ
の
介
護

者
が
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
に

利
用
す
る
「
通
行
料
金
割
引
証
」

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
身

体
障
害
者
手
幔
に
新
た
に
受
け
た

証
明
印
な
ど
を
料
金
所
で
提
示
し
、

割
り
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
該
当
者
は
随
時
各
役
所
の

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
お
持
ち
の

割
引
証
は
５
月
3
1
日
凹
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。
手
続
の
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
＜
口
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
）
処
理

及
び
、
有
人
処
理
に
つ
い
て

★

　

い
ず
れ
の
場
合
も
役
所
の
福

　

祉
事
務
所
で
、
手
幔
に
利
用
自

　

動
車
割
引
描
置
の
有
効
期
限
等

　

の
記
載
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

○
有
人
処
理
（
料
金
係
員
に
よ
る

　

処
理
）
の
場
合
は
、
料
金
支
払

　

い
時
に
身
体
障
害
者
手
幔
を
提

　

示
し
、
確
認
を
受
け
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
処
理
（
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

　

場
＆
口
の
み
）
事
前
に
有
料
道
路

　

事
業
者
の
設
置
す
る
窓
‐
へ
必

　

要
な
愉
報
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
番

　

号
、
家
蔵
器
管
理
番
号
等
）
を

　

ｓ
ａ
録
し
た
後
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス

　

ト
ッ
プ
走
行
時
に
割
引
適
剛
に

　

な
る
。
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
購
人
時
の
助
成

　

あ
り
）

※

　

于
帳
へ
の
記
載
手
続
き
は
随

　

時
行
わ
れ
て
い
る
。

･ － － 〃 一 ’／ ／ － ‘ ／ ｡-一一
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今
回
は
透
析
を
し
、
趣
味
と
ひ

と
言
で
言
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
、

そ
れ
以
上
の
意
味
を
持
つ
何
か
を

し
て
い
る
方
々
の
お
話
で
す
。

　

Ｔ
さ
ん
は
旅
行
が
好
き
。
最
近

は
年
に
２
回
程
度
お
母
さ
ん
と
、

３
・
４
月
は
南
の
方
、
お
盆
の
頃

は
東
北
な
ど
、
旅
先
で
透
析
を
し
、

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
日
本
各
地
、

鳥
取
・
長
崎
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

８
年
程
前
か
ら
、
透
析
も
仕
事
も

安
定
し
、
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
時
も
自
家

用
車
で
バ
ッ
ク
交
換
を
し
道

内
を
回
っ
て
い
た
そ
う
。
元
々

日
本
の
歴
史
関
係
の
本
が
大

好
き
で
、
そ
こ
か
ら
情
報
を
得
、

想
像
し
、
行
き
先
を
決
め
て
行
っ

て
み
る
と
、
本
で
読
ん
だ
事
と
も

違
う
事
が
あ
り
、
お
も
し
ろ
い
そ

う
で
す
。
目
標
は
「
日
本
全
国
行

き
た
い
な
が
‥
」
で
す
。

　

Ｓ
さ
ん
も
旅
行
が
自
分
自
身
の

楽
し
み
で
生
き
が
い
。
九
州
、
沖

縄
以
外
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
る

と
か
、
最
近
、
シ
ャ
ン
ト
が
足
に

人
工
血
管
と
な
っ
て
か
ら
も
、
回

恥
は
減
っ
た
が
旅
先
で
受
け
入
れ

て
く
れ
る
透
析
施
設
を
捜
し
鎌
倉

に
も
行
っ
た
そ
う
で
す
。
以
前
は

旅
行
の
為
、
５
０
０
円
玉
貯
金
も

し
て
い
ま
し
た
。
行
先
を
決
め
た

ら
、
マ
ッ
プ
を
買
い
１
ヵ
月
程
か

け
、
お
友
達
・
ご
主
人
の
分
も
コ
ー

ス
ー
ホ
テ
ル
・
交
通
機
関
等
計
画

を
立
て
る
そ
う
。
旅
行
中
も
も
ち

ろ
ん
楽
し
い
が
、
計
画
を
立
て
て

い
る
時
が
な
ん
と
い
っ
て
も
楽
し

い
と
言
い
ま
す
。

　

Ｈ
さ
ん
は
毎
年
２
０
０
坪
以
上

畑
を
借
り
て
作
物
を
作
っ
て
い
ま

す
。
電
話
で
お
話
を
聞
い
た
時
も
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
剪
定
中
で
し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
・
枝
豆
・
ス
イ
カ
他

各
種
作
っ
て
い
ま
す
が
、
本
人
日

く
「
素
人
だ
か
ら
農
家
に
は
か
な

わ
な
い
が
、
普
通
作
ら
な
い
お
も

し
ろ
み
の
あ
る
物
に
挑
戦
し
て
い

る
。
」
そ
う
。
サ
ツ
マ
イ
モ
、
落
花

生
、
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
、
ヤ
ー
コ
ン

な
ど
。
ヤ
ー
コ
ン
の
葉
や
ダ
ッ
タ

ン
ソ
バ
か
ら
は
自
家
製
の
お
茶
も
。

な
ん
と
い
っ
て
も
植
え
た
種
が
芽

を
出
し
実
に
な
る
成
長
過
程
が
楽

し
み
と
い
い
ま
す
。
天
候
に
左
右

さ
れ
た
り
す
る
事
も
、
世
話
を
し

た
ら
す
る
程
収
穫
に
結
び
つ
き
、

食
べ
た
り
人
に
あ
げ
た
り
も
、
お

も
し
ろ
味
で
楽
し
み
と
か
。

　

Ｕ
さ
ん
は
以
前
水
泳
で
お
話
を

聞
い
た
方
。
″
動
″
の
水
泳
と
も
う

ひ
と
つ
″
静
″
の
轡
道
を
し
て
い

ま
す
。
最
近
、
諸
事
情
で
ち
ょ
っ

と
お
休
み
で
す
が
、
1
0
年
程
前
か

ら
、
以
前
し
て
い
た
書
道
を
、
将

来
的
に
家
で
で
き
る
仕
事
に
つ
な

が
る
の
で
は
と
実
用
小
筆
を
始
め

ま
し
た
。
上
達
し
、
宛
名
書
き
・

賞
状
書
き
・
専
門
学
生
の
履
歴
書

の
お
手
本
書
き
等
の
仕
事
も
し
て

い
ま
し
た
。
良
さ
は
？
と
聞
い
た

ら
、
病
気
の
事
も
何
も
か
も
忘
れ

て
線
一
本
一
本
に
集
中
で
き
る
こ

と
、
同
じ
趣
味
を
持
っ
た
人
と
会

え
る
事
そ
れ
だ
け
で
も
楽
し
い
そ

う
で
す
よ
。

　

Ａ
さ
ん
は
1
0
年
程
前
か
ら
写
真

を
し
て
い
ま
す
。
透
析
を
始
め
た

頃
身
体
が
だ
る
く
て
た
い
へ
ん
な

時
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
野
の
草
花

を
写
し
散
歩
し
外
に
出
る
よ
う
に

し
た
事
か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。

春
は
花
々
を
、
夏
は
美
瑛
へ
、
秋

は
美
し
い
紅
葉
を
探
し
て
。
光
が

ど
の
角
度
か
ら
入
っ
て
き
て
い
る

か
、
ど
の
位
置
か
ら
見
た
時
が
一

番
美
し
く
見
え
る
か
よ
く
見
て
。

こ
れ
で
い
こ
う
と
い
う
瞬
間
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
そ
う
。

こ
れ
は
良
い
と
い
う
写
真
が

撮
れ
る
と
と
て
も
う
れ
し
い

し
、
夢
中
に
な
っ
て
普
段
歩

か
な
い
距
離
も
た
く
さ
ん
歩
い
て

し
ま
う
事
が
良
い
そ
う
で
す
。
何

か
始
め
た
い
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
、

と
聞
い
て
み
ま
し
た
。
「
無
理
す
る

事
な
く
長
く
続
け
ら
れ
て
、
夢
中

に
な
れ
る
事
な
ら
何
で
も
良
い
の

で
は
。
病
気
を
持
っ
て
い
る
と
そ

れ
を
中
心
に
考
え
が
ち
だ
が
夢
中

に
な
る
事
で
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を

忘
れ
、
他
で
も
が
ん
ば
れ
る
の
で

は
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
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◎皆様の御協力により50．000名を達成いたしました。ご協力ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成16年１月30日現在

地方名

全　　　Ｗ　　　脇 Ｊ　　　　Ｐ　　　Ｃ ●器移植の

鯵及にかか

わる請願署

名数

署　　　　名 棒　　　　金 讐　　　　名 専　　　　金

ri>Ei4年度 平成15年度 早成14年度 早成15年度 平成14年吹 早成15年度 平成14年度 ￥成IS年度

札　幌 13.814 15.4!X〕 814.095 773,762 12,861 13.892 122.646 106,276 7.764

･|･　樽 4.801 5.621 230.OtX〕 220.OIK〕 2.322 3.281 22.200 20,500 2.593

旭　川 4,061 5.385 248.880 212.550 1.872 1.951 一 2.231

樗　内 523 499 401 400 386

留　萌 568 830 84.973 47.000 4＆｝ S43 1.000 ０ 491

這　帛 2,5S4 2,870 93.200 110.000 － 1.039

苫小牧 2,600 4.126 241,200 228.300 1.670 I、862 26.800 17.300 1.563

寥　● 1,720 2.251 117.300 72,000 ０ 1.064

魔　川 373 537 50.000 40.000 241 319 11.500 4.060 ほj

ト　勝 3.112 5.585 205,000 297,400 1.&47 2.498 28.377 4.800 1.665

釧　路 3.420 4.392 58,100 S4.400 2.081 2.190 15.600 9,65(1 2.471

北　　ｌ 981 890 12,000 16.200 ０ 440 ０ ０ 657

網　老 1,679 l.WO 35,402 18.671 760 73(1 ０ 1.500 591

夕　債 190 360 26.600 41.850 120 180 13,400 15,!X蜀 130

紋　別 470 570 32.000 28.000 2卯 14,200 ０ 5X）

岩見沢 440 S84 18,000 19,350 30 388 8,000 12.500 91

汀　別 847 6S3 50.000 7.400 384 327 12,7㈲ 2.400 3厦）

鳩　阿 296 730 加.000 48.000 312 349 23,000 278

柵　婁 1肪 581 7.咲X） 8,100 70 271 3卯 331

千　歳 21 13 2,!X・ I.OM〕 21 ０ 3,200 ０

置　川 210 70 11.000 ０ 220 70 3.000

伊　濾 7S1 455 35,700 43.000 Z50 379 6,000 10.000 209

静　内 420 ・姻 20.000 7.200 210 161 － 270

i:　91 160 Z30 ０ 5.000 110 100 ０ ０

富良野 45 51 2.550 8S） 55 46 2.0S0 850

三　笠 88 82 11,000 12.800 31 ０ 2,700

合　針 44.344 55.133 2.427.500 2.312.883 26.!狛７ 30.408 311.063 208.136 24.394

『募金配分割合』全腎協募金：地城腎友会50％、道腎協35％、全腎協１５％

　　　　　　　　

ＪＰｃ募金：道難病連50％、JP C30%、道腎協20％

　　　　　　　　

－は地元難病連支部に納入

◆◆請願の流れ◆◆～署名って、届けた後はどうなっているの？～

［而薪］・□回璽コー
議口が紹介

関係委員会に付託

【公報掲載】議運【公報掲職】

※この署名（全腎協）は３月25日に国会に斟願されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-21-

・● 委員会の理事会で対応を議論

・・採択呻政府が請願を検討する

-・保留⇒会期末審議未了で｢廃案｣

　　　　　　　　　　　　

-

⇒不採択(実際はほとんどない)



回腎友会へご入会いただける方は、各施設幹事または、各地域腎友会事務局(p13参照）へお

　

申し込みください。

（簑）年会費は各地域腎友会により異なります

　

各事務局にお問い合わせください。（なお、全腎協1.800円、道腎協2.400円分の年会費もその

　

中に含まれます）

入

　

会

　

申

　

込

　

書

　

－

　　　　

－ 平成　年　月　　日入会

氏　　名

ふ　り　が　な 性　別 生　年　月　日

男一女

明
４　年　　月　　日

平

住　　所
〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話

医療機関名

透析開始日
雲殼梵　悶　　年　　　　　月　　　　　日

●移　　繍

職　　業

　(勤務先) 電話

透析　日 　　　曜日｛昼・夜｝　　曜日｛昼・夜｝　　曜日｛昼・夜｝
-　一　一

んせ･
り

り……………と

第
　
　
Ｄ
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
し
ら
せ

日

　

時

　

平
成
1
6
年
４
月
1
0
日
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
Ｈ
日
間

会

　

場

　

ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン

　

札
幌
市
中
央
区
南
３
条
西
1
2
T
目

　

T
E
L

　

5
6
1
1
6
1
6
1

※
詳
細
は
案
内
に
て

「
逆
腎
協
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　

ご
案
内
」

○
ロ

　

時

平
成
1
6
年
５
月
3
0
日
間

　

午
前
1
0
時
よ
り
1
2
時
ま
で

○
会

　

場

　

ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン

　

札
幌
市
中
央
区
南
３
条
西
１
２
Ｔ
Ｂ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

５
６
１
－
6
1
6
1

総
会
終
了
後
午
後
１
時
よ
り
医
療

講
演
会

　

講

　

師

　

南
一
条
病
院

　

院
長

　

工
藤
靖
夫
先
生

　

演

　

題

　

「
透
析
患
者
さ
ん
の

　
　
　
　
　

心
臓
の
は
な
し
」

　
　
　
　
　
　

（
よ
り
よ
い
生
活
を

　
　
　
　
　

送
る
た
め
に
）

　
　
　

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

※
宿
泊
は
各
地
域
腎
友
会
事
務
局

　

へ
４
月
1
0
日
ま
で
に
お
申
し
込

　

み
下
さ
い
。

＠
＠
０
＠
＠

（
題
）

　

『
ふ
た
り
の
存
』

　

（
搬

　

彫

　

者
）

　
　
　
　

伊

　

坂

　

由
紀
子

　

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

　

現
在
道
庁
勤
務

　

お
父
様
が
透
析
を
し
て
い
ま

す
。

　

（
コ
メ
ン
ト
）

　

ま
る
で
寄
り
添
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
つ
く
し
が
印
象
的

で
シ
ヤ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

「
つ
く
し
の
結
婚
式
み
た
い

で
し
ょ
う
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スーバー

‐獅畷セフト 気持ちのよい汗、始めませんか

多やらかゆみ水分管理冷え等でお悩みの方

　　　　

１週間無料体験できます
『湯カラッと』は特許の様々な仕組みで、低い温度(40℃～50°Ｃ)の僅かな湿り気を含む温風により、
お風呂の様な水圧もなくサウナの様な熱の負担もなく、身体を芯から温め､無理なく発汗させます。
ｆ－－一一－－－－－－－－－－一一－－一一－－一一－－－－－－－－－
１

　　

お･弓徊の戸

　　　　　　　　　

Sn賢が齢鉛ひ：

　

ｌ

１

　　　

ナよ１

　　

に

　　　　　　　　　　　　　　　

○血圧が安

　

してきた

　　　　　　　　　　

１

I fS^iRtBt゜7な　mttk＼　　　　　　　　　　　　　　　　ほ;　回Ｑ　　里　｀ゝ　　　　　　　　　　　　１
｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

ゝ

　　　　

ナよ１

　　

に

　　　

歴７

　

銭幽のサウナは熱くて負担があるが｢冊カラッと｣は豪
に入れる．昨夏はタオルを使う事など焦かったが.春から

使い始めて今年の夏は.寝ていても汗が山るようになって
きた．

　

か

　

みが以

　　

１

　

｀いで

　

一

　　　

歴５

　

汗の皿は事節によって異なるが．ｌ回の使用で100～
400CC程出るようになった．普段の生活の中でも汗が出や
すくなってきている．かゆみも透析の持ち崎間に｢孫のｆ｣
を使わなくても良いほどに和らいできた．

０

　

が温ま１

　

えの症

　

が無く尤｀つた

　

透

　

歴３

　　

女

　

)

　

購入後３ヶ月までは汗の量も少なかったが、１年使用し

た今では300CC位出る．私は血行不良ですが体が温まるた
め､今までの様な症状が無くなった．
水分管PIもうまくいき快適です．

-－－－－－－－－－－－－－

「湯カラッと」は、全国の県腎協、

-－－－

腎友会、

○血圧が安

　

してきた

（透

　

歴８

　　　　

）

　

１年半毎日使っているが、一気に入り続けるのではな
く出たり、入ったり工夫し、自分に合った方法で使用し
ている．汗は少しずつ出るようになり、かゆみも和らい
できた．高かった血圧も下がり、今は安定している．

○気持ちの良い発汗で、肌もツルツル

（透

　

歴１５年

　　　

）

　

ﾐｰﾐ

　

~ミ

　

ー

　　

・

　　　　

--

　

-ﾐ.-._ﾐ･

　

_ﾐﾑｰ

　

--&-●

　

汗の皿は200cc～300CC程度であるが、気持ちの良い
兄汗により肌がツルツルし、「顔色が良くなったね」と人
から茜われるようになった．体も凰まるので今では家紋
皆で健康管理のため冑んで使川しています．

○手軽に使えて嬉しいです

（透

　

歴２５

　　　　

）

　

使川して2ヶ11で、まだ沢山の皿が出る程度でもない

ですが、汗が流れる感じがとても良い気分です．休がホ
カホカ温まり、心なしかよく眠れる気がします．何より

も手慨に使えることが蜻しいです．

難病連様でお取扱い1，

　

されている会員の方々に大変好評です。（一部地域を除く）

●お部ＭでテレビをQ.ながら簡lμに使川できます｡
●組拡後1冒ヽtけがラクラフ!

　

侵一帖分のスペースでＯＫ。
●好きなところで好きな時間に入､浴。

●熱さや息苫しさのないリテックス人浴｡

●然くなく多凱に発汗。

●１川30分の人浴は

　

わずか５～９円の瞰気代で

　

使川でき経済的。

●体の芯まで温まり、家族みんなの

　

芙容と健康に効果的、

●屹燥機能が付いて衛生的。

つl?

を１

｜

朔ら

標準価格218.000円→EI:tfct:ijtf..i.-.i 174. ４００円(税抜き)

月々6,000円より分割払いOK(3～３６回)

ゝた だ き使用

　

世界７ヶ国特許商品

≪≪/i fl司商岫哨刈に,ﾌﾟ．

‐
１
１

１

１

‐
‐
‐

｜

｜

ノ

北海道腎臓病患者連絡協議会

〒001-0017

　

札幌市北区北17条西2丁目21-617

　　　　　

サザンアベニュー北大１０１

　　　

ＴＥＬ･FAX (011)747-0217

オンキョーリブ(株)お客様相談室

　

．乱０１２０－３１－８０６５まで

〒Ｓ７２0028

　

大阪府寝屋川市日新町１番13号
ＴＥＬ(072)-831-8090

　　

FAX (072)-831-3263

　　　

htto://onkyoliv. onkyo. co.JD
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倦怠感
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こんな甘さんのために呵発しました1

●レカルニチン竃も９と多く篆軍したい方に

●カルフＺ□が飲みづＳかった方に

●水分皿が友になる方に

DlflO
’ぺ

　

ｌダリ.）･･.;馬輿fc'≪・’･ ・i･.’･‘1･’７●嶋ll　ご●「

　　

、!べ

　

゛・１‘a ■■ . ■ ･ ≫･!ｒダ　．、　２≒

りー－φ＝１

Ｘ

●ｆ゛’・iliII哩71， 7r，
一－

　　

1本20mL

ル
心臓●能の僅下

貧血ぎみ

づ●

S咄咄嘱
JI然由・成分1りルニＪン

李男や1ビタミン､紗などの旁警零奏

;力●的に配合１．１しr-

足のケイレン

血圧低下

　　

;゛4μ■

１本50mL

(こｎらの大きな原因は.体に大切な栄攬罵が｢透断｣によって汲出し､欠乏するためと罵わｎています

　

１

　　　　　　　　　　　　

発売元

　

ベーダ食品(桟)製造元

　

滋賀鋼製S(≪i

局ベーダ食品株式会社

　

?531･O071大阪市北区中津1･６･２８

i回０１２０－８３１－1２３

受付●平日/9:00～18:00●土･日･観／10;00～17t)0

EQ 06-6371-7110^!コ）;●

健康相談室H 0120-771-315

mijェ【】
1M9似）1●i泌孤（＆）

≪KUfl(10≪AMぃ' 2̂.220n(£)

･ﾏりほ20
２!?悶悶）･争i器震（ａ）

･4>≪≪ 2.490F1ﾚ争＼1

≫n≪Ea≫≪r7

●商品の発送は日通ペリカン便でお届けいたします．

りよに析凄
｀

､欠乏しやすい栄養成分の補給1と!

透析専門医の協力を得て開発されたドリンクです。



○ご旅行期間

○ご旅行代金

平成16年５月22日（土）～５月25日（火）31白４日

お一人様

　

１２２．０００円（道腎協会員・家族の方）

　　　　

１２５．０００円（会員以外の方）

　　　　　　　　　　

※透析費用は別途必要となります。
一一一一一一

日次 月日曜 日　　　　程　　　　喪 糖 塵 夕 宿　泊　地

１
5/22

　出

　　　　　　日本≪5'?8M≪　　-ヽ貸切バス-一

新千歳空港　　　松本空港一松本市内観光（松本城・

　　12 30発　　　14 05鵬

　　　　　なわて通り商店街･日本民俗資料館他）一戸倉上山田温泉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ifl 00≪)

弁

当

ホ

ーﾌﾟ’

ル

　戸倉上山田温泉

　ホテル亀屡本店

fiSlflSilliSS劃一37-I

TEL 026-275-1002

２

5/23

　旧l

～終日貸切バスヽ-

ホテルー全腎協全国大会参加（会ｌ長野市君璽市民文化ホール）

　（Oa 30t||l　　　｛ひ9:itomnai

　　　　　　　　　（午後病院にて透析）-ホテル（・野市内泊｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　115 0り頃）

ホ

－ア

ル

－

　長野市内

ホテルニューナガノ

長野市南千歳BtI828

TEL 026-227-7200

３
5/24

　卯

‥-

5/25

　淘

～鋳口貸切バスヽ

ホテルー(長野市内観光川中古戦場･真田宝物館･善光寺･小布施

　(00 00頃)

　'日本のあかり博物館j)ft)^=(中央自動●遥)-ホテル(名占磨市内泊)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(18圃場}

ホ

－ア

ル

ホ

－7‾

ル

１

内

１
　名古屋市内

ホテルキャッスルプラザ

名占●市中村区名I(4-:j-s

TEL 052-582-2121

４

ヽ緋日貸切パス～

ホテルー=（名古屋市内観光名占屎城他）-

　（09 00≪)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11寡航空3107≫
　　　　　　　　　一名古屋空港一新千歳空港

　　　　　　　　　　　　　　　12ひ5発　　　　　　13 451

ゆ

港

※航空機のスケジュール変更や道路事情により、行程が変更される場合がございます。

○募

　

集

　

人

　

員

　

１５名様(最少催行人員13名様)

○利用予定ホテル

　

上記日程に記載の通り

　　　　　　　　　　　

(各ホテル・旅館とも２名１部屋利用)

○申

　

込

　

締

　

切

　

平成16年４月10日(土)

　　　　　　　　　　　

(但し、定員になり次第締め切りとさせていただきます)

≪-*-≫≪十奪４●争寸千●●４４４◆●●●争令争寸を●●４●・●●峠キ◆●４φ４争44●キ十令4争◆4･●

　　　　　

お申込み，●･お問い合朽ぜ．

　

●争泰●十泰・4●春季●令●●４争φ44●φ44かφ44条令φ4か条φ４争春季４争今季4●φ44か泰4●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

遊

　

ネ
ットツアーズ

〒060-0033札幌市中央区北３条東８丁目

　

砂子ピル３階

　　　　　

TEL Ｏ１１－２４２－ 7225　担当：竹田・福田

後

　

援：北海道腎臓病患者連絡協議会



快適な透析生活を

　　　　

サポー1ヽしまず

　　　　　

○

　　　　　　　　　　　　　　　　

透析を受けておられる皆様の健康維持、
工111:ｺｽ

　

向上を目的に透析専門医の協力を傅て

　　　　　　　　　　

開発された栄養ドリンクです。

不足しがちな栄養成分の補給に

[璽亘璽萱屋]

へ
Ｓ
’
一
〈

｀
ブ

　　　　　　　

－
‾Ｗ●
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・

地息
""'"･

｢至蔀聶珊
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卜目目目｜｜
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ヽ赳堅

fiOiiiLX
10　1卜こU;でII-.^･■'

　　　　　

Ｗ

L一カルニチン､L－アルギニン､ルチン､ビタミンＢ類

(ＢＩ、Ｂ２､Ｂ６､ナイアシン､葉酸)､鉄､クエン酸

内容量

製遇者

50ml／順
中外医薬生産株式会社

　　　　　　

-

カルニチン

廼回昭

3つの主要栄養成分と1本当りの配合皿

＝

　　

こんなことが気になる方に

商品ご購入･お問い合わせ

ためたポイントが
次回購入に役立つ

－

●フリーダイヤル

●ＦＡＸ

●Ｅ－メール

●ホームページ

O12O-：393-578 (受付は.平日９:ｏｏ-ヽ-IR:no)(土･日･祝休■｝

06-4809-5575 (24bs問受付）

elpis@joy.ocn.ne.jp

ｈｔｔｐ：／／ＷＷｗ１２．０ｃｎ．ｎｅ．ｊｐ／-elpis/

１箱50本入りａ９

　

１０

１箱10本入り販充・枯

500円(税･送料込み)

　　　　　　

内訳商品代10.000円･消費税500円

490

円(税･送料込み)初めてご11用される方のために用ｓしました

お買上商品代５％分の

割引ポイントシール付

【●凰の兌進】エルビス株丈貴杜よ･J日通のペリカン便にてお腫けします．
内訳商品代2.000円･送料380円･消費杖110円

発売元 エルビス株式会社
T5J3･0033人飯市書淀川ZX書中JIITB21魯31号
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★ひとりひとりの力が腎友会を支えています★

　

医療費の無料化・福祉手当の引き上げ・ＪＲ・航空運賃割

引等、皆様が心配なく透析を受けられたのは、地域腎友会を

始め全腎協・道腎協の行政に対する粘り強い運動の成果です。

　

今、私達の医療と福祉制度は、政府の“痛みを伴う改革”

の名のもとに次々と後退させられようとしています。皆様ひ

とりひとりの入会で大きな組織となり、大きな力を発揮します。
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